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-要 旨- 

演者らは、個体の大きさの決定・制御機構の解明をめざして、線虫 C. elegans を用いて 
研究を行っている。現在までに、個体および主要器官の体積等の測定法の開発、 

大型変異体の分離、その原因遺伝子の一つegl-4 (cGMP 依存キナーゼをコードする)の 
同定、大型および既存の小型変異体の個体及び細胞の大型化、小型化の機構の解析、 

小型変異体 sma-5 の原因遺伝子（MAP キナーゼをコードする）の同定などを行った。 
これらの研究とともに、個体の大きさの研究全体の概要をIntroductionとして述べたい。 
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